
令和７年度南相馬市授業改善プラン  

南相馬の授業スタイル 
（ワンペーパー版） 

南相馬市学校教育指導委員会   
南相馬市学校教育指導委員会では、南相馬の授業スタイル・授業スタイルⅡの冊子を作成し、小・中学校すべ

ての学年や教科で共通した授業スタイルの実践による学力向上策に取り組んできました。 
各小・中学校において共通の授業スタイルが定着しつつあるところですが、本市で目指す思考・発信型の授業

イメージを、先生方とより一層共有する必要があると考え、授業スタイルのワンペーパー版を作成しました。先
生方には、以下の４つのポイントをふまえた「学んだことをつかう授業」、及び先生のファシリテーション（つな
ぎ役となること）の向上による「子どもが主役の授業」をさらに推進していただき、子どもたちの基礎学力の定
着と活用力（思考力・判断力・表現力）の向上に取り組んでいきましょう。 
 
１ ４つのポイントをふまえた「学んだことをつかう授業」展開例 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 先生のファシリテーションの向上 

 

 

 

 

「子どもが主役の授業」の充実には、 

先生のファシリテーション
   ※

（つなぎ役となること）が重要です。 
 
※ ファシリテーションとは、「促進する」を語源とし、「受け止める・つなぐ・引き出す・整理す
る・まとめる・分かち合う」等、先生がつなぎ役となって子どもたちの思考や学びを促すことを意
味します。 
先生のファシリテーション例を参考に、先生はつなぎ役に徹し、子どもたちの思考力・判断

力・表現力を引き出す「子どもが主役の授業」を実践しましょう。 

１ 

課
題
提
示 

２ 

学
び
合
い 
３ 

ま
と
め 

【約１０分】…探究心につなぐ
．．．

課題提示 

○学ぶ必要感の高い学習課題の設定 
・児童生徒が「？」や「○○したい！」と感じる提示 
→考えのズレ

．．
を引き出す問いかけ、提示 

 ・適度な予想、見通しを持たせる課題・めあての設定 

 

【約２０～２５分】…互いの考えをつなぐ
．．．

協働的な学び合い 

○考えを広げたり・深めたりする学び合い活動の設定 
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【約５分】…本時の学びにつなぐ
．．．

・共有するまとめ 

○学習活動と教科の見方・考え方をつなげるまとめの設定 

・全体発表の意見や考えを使って端的にまとめる。 

・わかった！できた！の実感を引き出す。  

展開例 
 

自力解決 

↓ 

ペア学習、グループ学習 

↓ 

全体での発表 

 

４ 

振
り
返
り 

【約１０分】…深い学びにつなぐ
．．．

振り返り 

○「学んだことをつかう」振り返りの学習の設定 

・深い学び、学習の定着 

〇家庭学習につなげて定着度ＵＰ！ 

 ・反転学習など授業とのつながり 

既習の学習事項
の活用 

多様な考え方に
触れる 

双方向の対話 

〇日常生活の例示 
〇実物の提示、ＩＣＴ活用 
〇既習事項の活用 
「できる、できる、あれっ？」 
〇反転学習の導入 

〇意図的な指名 
〇板書を使った振り返り 
〇本時のねらいに合わせた 
まとめ 

〇わかったこと・できたこと
を学級全体で共有 

〇個別最適化された適用問題 
〇ドリルアプリの活用 
〇考えを深めさせる発問 
（書く振り返り） 

〇Ｔ・Ｔ、習熟度別指導 

先生のファシリテーション例 ４つのポイント 

 

まとめ 
〇〇は△△で□□ 

？ 

⁇ 

 

 

〇開いた発問・ゆさぶり 
〇考えの見取り、コーチング 
〇学び合いの習慣化 
〇協働的・共感的な 
学級づくり 

試行錯誤 
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 子どもたちが今の時代を生き抜くための様々な視点で考える「深い学び」にするため。 

また、本市の課題である「学習の定着」を図るためにも「振り返り」の時間はとても大切です。 

  

 

授業は一連の流れが大事！ 
まずは、○○の構成→本時の○○○の確認 
様々な角度からどのように学ばせればいいのか 
先生の意図をはっきりさせよう。 

めあては青枠で！学習内容の確認を 

まとめは赤枠で！何を学んだか子どもの言葉から 

学び合いで一つの課題を解いていく。一人一人が自分の想いや考えを
持ちより、話し合いの活性化を！この学びが深い学びを生む！ 

○○の答え：単元・ねらい・整合性 

〈振り返りの前に〉 

 

 

 

 

 

 

課題設定、学び合いで時間がかかり、振り返りまで行かずに授業が終わっていませんか？  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．南相馬市の先生方の授業等より「振り返り」の取り組みの実例 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

     

 

 

 

 

 

 

  子どもたちの学ぶ意欲の「ロケット２段目、着火！」を促す、魅力的な「適用問題」や「発問」が鍵です。 
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 一番の研修は、「よい授業」を観る 
こと。先進地視察研修、校内授業研 
究会、互見授業など、たくさんの授 
業を観て、授業力に磨きをかけてい 
きましょう。経年のプランやモデル 
授業アーカイブは、校内研修や個人 
研究などでご活用ください。 

 

 

 

 

★ 令和４～６年度 『公開モデ
ル授業アーカイブ』はこちら 

 

 

 

 

約１０分の『振り返り』で、深い学び・学習の定着へ！ 

★ 経年の『授業スタイル』・ 
『授業改善プラン』はこちら 

 

 

 

ああー、もう時間がない…。
感想書いておいて。 

感想？･･･まとめ
と同じでいいや。 

自己評価は Bで
いいや。 

なぜ、振り返りは必要なの？ 

 

 

 

 

Bさんのまとめ 
「分数のかけ算の計算の
しかた」がわかりました。 

ホップ・ステップ・ジャンプの３つの問
題を用意しました。自分で進めるところ
までチャレンジしよう！ 

書く・話す振り返りのポイント 
〇子どもたちの「まとめ」から、先生の振り返り発問へ 
〇子どもたちに「問い直す」振り返り発問の質を高める。 

解く振り返りのポイント 
〇習熟度に応じた課題を準備すること。 
〇定着＝反復。家庭学習や次の学びにつなげること。 

B先生の振り返り発問 

解く振り返り（習熟度別型） 
 

【〇〇先生の悩み】 
そもそも、振り返りっ
て必要？ 
何をさせればいいの？ 

 

  

 

 

 

Cさんのまとめ 
このお話から、「互いに
理解する」ことの大切さ
がわかりました。 

「互いに理解する」ことで今までの自分
の生活の中でどんなよいことがありま
したか？ノートに書いてみよう。 

C先生の振り返り発問 

書く振り返り（自分振り返り型） 
 

  

 

 

 

Dさんのまとめ 
説明文は図や表があると筆者の
考えがよくわかるなぁ。 

じゃあ次の図や表だったら、
どんな説明ができる？グルー
プで意見を出してみよう！ 

D先生の振り返り発問 

話す振り返り（広がり型） 

 

 

解く振り返り（まとめ発展型） 
 

Aさんのまとめ 
 
おうぎ形  の面積の求め方
がわかりました。 

A先生の振り返り発問 

それじゃ、こんな形の面積は
どうやって求める？ 

めあてとまとめの○○○ 
学習内容がどのように進んだのか
わかる板書をすることが大切！ 
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